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　　　　　　　　　　　遊星界（4月刈

　水星　先月25日に外合してから後は宵の西天の星となる．覗直脛は5，”2

から，10，”1まで増大し，20日に東方極大離角の頃が槻望には絶好である．

その頃を望遠鏡で見れば，直裡7！’8で，形は大禮5日月位に鋏けて見える．

光度は＋0．5階級であるから肉弾でも探し出す事が出來る・位置はLぴつじ■

座を東進中．

　金星先月27日に停留となってからは逆行を始めて．本月一ぱいは西へ西

へと約1時闇運行する．今まで長らく西天の明星として輝いてみたが，18日

に太陽と内合で，以後は東天に移る．從って本月は槻望には適しない．

　火星　愈ミ観望の時期となって來k．位置はしさそll）　一iの北東部で，夜孚に

は東天に高い．14日に停留となってからは逆行に移る．目下地球にぐんぐん

接近しつxあるので，光度は一〇，4より一ユ．3等級に増大．覗直径も12．”1

より16．”2になる．來月下旬の最接近も追吟表面槻察の絶好期・

　木星　しいて「座の東部を東進中で，光度一1．8等級覗直径は約38”．次

第に太陽より邊れて16日には西矩となるから，夜4類から東天に見える様に

なって回る．

　土星位置はLうを「座で曉の東天ではあるが，まだ太陽に近く，今しばら

くは駄目．

　天王星　宵の西天に低く，月末には太陽と會合で槻測不能・

　海王星　宵の南天ししし「座A星附近を逆行中で，まだ槻望にはよい．干し

光度は7．7等であるから，望遠鏡が必要．

　冥王星　大望遠鏡でも實視観測は困難である．

　　　　　　×　　　　　　X　　　　　　X　　　　　　X　　　　　　X

　星座　銀河は西室に低くなって，誇らしい冬の星座の大部分が既に渡し去

ったので，可成り寂漠を感ずる様に：なった．けれども，春の星座を代表する

ししし「やしをとめ「が我が物顔に中天にをさまり，春霞を思はせる様なのどか

な景色である．殊にレグルスやスピカの青白色，ア1クチユルスの赤き輝き

等は，地上の花を聯想させる星々である．（星見山人）


